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この調査報告書は国 ・県の補助を受けて実施した長岡市東部の桂町に所

在する「横山遺跡」の発掘調査記録である。

横山遺跡は弥生時代後期の集落跡で、以前から土器や玉類が採集されて

しヽた。

今回の発掘調査でも住居跡や多数の土器 ・玉類等か見つかり、中でも現

在のところ日本海側最北端の環濠集落が確認されたことは今後の研究を進

めていく上で貴重な成果であった。

この記録か地域の文化財に対する理解と認識を深め、また学術研究のた

めに活用され役立つことを願っております。

なお、今回の調査にあたり多大な御指導、御助言を頂いた文化庁 • 新潟

県教育委員会をはじめ関係各位に対し、心からお礼を申し上げます。

昭和62年 3月

長岡市教育委員会

教育長丸山 博
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1 . 本書は新潟県長岡市桂町字横山にある弥生時代の横山遺跡発掘調奇の記録である。

2. 発掘調査は国・県から補助金の交付を受けて、長岡市教育委員会が調査主体とな って実

施した。調査期間は昭和61年 7月30日から 9月17日までである。

3. 遺跡 ・遺構の写貞撮影 ・測量は調在従事者全員があたり、桑原陽一 ・小林隆幸 ・山川史

子 （以上新淘大学学生）の協力かあった。

4. 遺物 ・図面の整理及ぴ出士品の実測 ・拓本 ・トレースから図版の作成は駒形、冨田、小

熊、川崎の調杏者に、岩崎均・小林隆幸 ・山川史子 （以上新潟大学学生）を加えたスタ ッ

フで行った。

5. 本書は駒形、冨田、小熊、岩崎、川崎、小林（隆）、山川が検討を重ねたものを、次のよ

うに分担して執筆したも ので、駒形が全体をまとめた。

I·III - 1·2•N -4 ·V =駒形、 II = 川崎 ・ 駒形、 III - 3·N-5-7 =小熊、

N-1-3=冨田 ・岩崎、 N-5 (石器）＝小林

6. 挿図の内、断面図脇の数字は、単位メートルの標高を示す。また、土器の実測図で、網

がかっている範囲は朱彩されていることを示す。

7. 発掘調査から本薔の作成まで、次の方々や機関をはじめ、多〈の方々から御指導 ・御協

力を賜った。ここに心からお礼を申し上げる次第である。 （五十音順 ・敬称略）

甘粕健石原正敏小野昭金子拓男神林昭一品田高志関雅之田中耕作

寺崎裕助寺村光晴田海義正戸根与八郎中島栄ー前山精明 山口栄一

横山勝栄和田寿久桂町町内会桂町農家組合横山畑作組合
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I . はじめに

横山遺跡の発見は 「先史時代と長岡の遺跡」 （中村孝三郎 1966)によれば、戦後加津保町

の神林高雄氏によるとされている。そして、昭和23年4月には中村氏を中心に神林高雄 ・神

林昭ー氏等が試掘を行い、新潟県の弥生後期を代表する器台 ・甕 ，壺などを発掘された。

ところで、この横山は戦前に開通した長岡 ・栃尾間の 「栃尾鉄道」の敷設工事で、丘の西

測の大半が削られた。また、横山の西に広がる沖積地は 「八丁沖」と呼ばれる低湿地で、こ

の八丁沖の水田への客土として、さらには民家建設の際に壁材として、戦後になっても横山

の丘は土砂の補給源として序々に削り取られていった。

中村氏の「先史時代と長岡の遺跡」では昭和30年代後半から40年にかけてと思われる頃の

横山の状況を、南北の長さ150m、東西の幅80mの 「楕円構造を呈していて」……西側は信濃

川の水流と電鉄工事で「削岸した急崖となり」と伝えられている。そして、昭和48年の遺跡

カードによれば、遺跡の範囲は 「南北50m、東西40m」となっている。これはこの10年間の

土砂採掘の激しさを物語っていよう 。 その後も横山の丘はこれはどではないにしても、少

しずつ削られていった。この事態を憂慮した長岡市教育委員会は、昭和60年4月に試掘調査

を実施して、遺跡の内容や遺跡の残存範囲などの把捏につとめた。

この試掘調査で横山の残存面積が約1500m'であることと、横山が日本海側最北端に位置す

ると思われる環濠集落であることかわかった （駒形 ・岩崎 1986)。これを受けて、昭和61年

度に国・県の補助金の交付を受けて、遺跡の内容をよリ詳細につかむことを目的に発掘調査

を実施することになり、昭和61年 7月30日から 9月17日の間に発掘を行った，

なお、発掘調査は次の体制で行ったっ

調査主体長岡市教育委員会 （教育長丸山 博）

調査担当者 駒形敏朗 （長岡市教育委員会）

調査補助員 小林義広 （昭和61年8月1日-9月30日）

調査協力者 小熊博史 （新淘大学研究生）・冨田和気夫 ・川崎裕美 ・広野耕造 （以上、新潟大

学学生）

調査事務局 田中 岬 （長岡市教育委員会社会教育課長）

清水正一 （同課課長補佐）・鈴木孝行 （同課庶務係長）

芳賀代志榮 • 松田英也 （ 同課庶務係 ）
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II . 環 境

新洵県のほぼ中央部に位四する長岡市は、中央に信澳川が北流し、東西には丘陵が連な

っている 信濃川は東禎城丘陵などの山あいを流れていたのを、ここ長岡市に入る手前から

新潟'f野に頷を出しはじめ、それまでの沿岸の風景を一変させた また、東西に連なる丘陵

は、東では南の魚沼丘陵につつ〈山地で通称「東山丘陵」、西の山地は束頸城丘陵につづく山

地の通称「西山丘陵」 と呼ばれ、市民に親しまれている そして、この丘陵は長岡市と他市

町村との市境界の分水語をなして束では森立峠や榎峠などで栃尾市と、西では曽地峠や薬師

峠で柏崎市や西山町 ・刈羽村と通じている

この信浪Illと東西の丘陵にはさまれたところで、沖梢地から山地に続〈ところの地理的な

様相は東西でかなり異っていると思われる 西では信濃川の河岸段丘が数面発達しているこ

と、信濃川と合流する渋海Ill・黒川などの河川か、段丘を横切っていないことなどが特色

のひとつに含まれると思われ、東では河岸段丘の発達はみられず、太田川・栖吉川 ・柿川な

どの河川が東山丘陵に源を発し、その東山丘陵を、r断するように丘陵の尾根線と直交する

ような形で、西の沖積地へ流れ落ちている そして、沖栢地と丘陵の接点には谷口扇状地を

つくっていることか多い と思われるほど、河岸段丘の有無によって地形が異っている

昭和60年の試掘調企（駒形 ・岩崎 1986)で弥生後期の環濠巣落と判明 し、今l司調1tを行

--:, た横山逍跡は、東山丘陵に近い長岡市の東の地域にある 横山は束山丘陵から沖梢地の水

lflに出たところで、島状に浮ぶ丘そのものか遺跡である だか、追跡の大半は戦前の鉄道

敷設・戦後の土砂採取で削リ取られた 横山の丘の周囲は沖梢地の水田が広かっている 西

は長両でも有数な湿地帯てあった八「沖が広がっている 束には桂町と加津保町との間の沢

からと思われる土砂か沢に近い方が高〈、北へ傾斜して堆梢している。おそらく、ここも谷

口扇状地の一部であると思われるつ

この横山と同じ束山丘陵沿いにある弥生時代の遺跡は、高稲場・桂沢（仮称）・岩村な

ど、束山丘陵の西向ぎ斜面の裾の方に立地する場合と、昭正寺• 前山など悠久山の裾に立地

することか多いように思われる この中にあって横山や、横山のすぐ南隣りの原山のように、

東山丘陵から沖積地に出たところの丘の上にある遺跡は若千、立地の条件が異っていると言

えよう 横山・原山ともに環濠集落の推測がなされているだけに、立地にも違いがでている

のであろうか この外にもこの地域では環濠集落と考えられている見附市大平城跡遺跡があ

るか、大平城跡は第 1図にある逍跡よりはかな＇）高いところにある 環涙集落云々の検討も

充分になされなければならない逍跡と思われる ，また、最近、長岡市と見附市との境界線の

東山丘陵で、占墳の存在か伝えられている。横山の次の時代として興味深いものかある。
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第 1図遺跡位置図（三条・長岡）

1 . 岩沢 2. 高稲場 3. 横山 4. 原山 5. 桂沢（仮称）

6. 岩村 7. 戸左衛門 8. 好柴神社裏 9. 堅正寺

10. 前山 11. 鉢が峰
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III . 調査の概要

1 . 調査の経過

横山遺跡の発掘調査は 7月30日に開始する。それまでに調査用碁本杭の打設、プレハブの

設置等の準備を行っておいた。本調査の目的は環濠集落の規模 ・内容等をさぐることで、住

居跡や環濠のプラン検出を第 1に調査を進めた。

8月中旬には、住居跡が丘の上で南北に 3基並んでいること、 I-NAの環濠はIIAで分

岐する 2本の環濠であること、 VBでは丘の上で2本の環濠が直交していること、そしてII. 

IIIAにまたがって方形周溝があることなどをプランから確認する。

遺構内の発掘は、検出した時から始めていたが、環濠についてはお盆明けの 8月下旬から

本格的に着手する。発掘を開始して間もな〈、第 1号環濠の上面に土器が密集していること

がわかり、土器の分布図をおで作成しはじめる。また、第 1号環濠の入口と思われるステ ッ

プも 9 月初めには確認 • 発掘する。 9月10日には遺構の発掘がほとんど終り、写真撮影・測

量に着手するが、第 3号住居跡の床下に第4号住居跡が検出され、直ちに発掘する。そして、

9月16日に全ての調査が終り、 17日に遺物とともに旧三和分庁舎の整理室へ引越しする。

また、調査中の8月24・29日の両日に「一日考古学教室」を横山遺跡で開く 。

2. 調査区の設定 （第 2図）

調査区は20X20mを大グリ ットとして、原点を南東に設ける 3 大グリ ットを 2X2mに細分

して小グリ ットとする。名称を大グリ ットは原点から北へ I・II・・・・・・V、西へはA・B、小

は北へ1・2・・・・ ・・10、西へは a・b・・・・・・ Jとし、 IIA-5 eなどと呼称した。

3. 土層序 （第3図）

遺跡で確認された大別層序は以下の通りである（性状の詳細は土層注記を参照のこと ）。

• I層 現表土および畑地造営時の盛土。上層 (1a)は現耕作土だが、下層 (1b)は畑

地の段を形成するための、昭和初期に地山を削平して盛土した部分である。

• II層 黒褐色土層。 1aに比べやや黒味を帯び、若干遺物を包含するが層厚は薄い。

• III層 褐色土層。遺跡東域を中心に約30-40cmの層厚で認められ、勾配に合致した流れ込

みの様相を呈している。IIIA-NA区の上層部 (3a・3 b)では遺物を多量に包含する。

• N層 暗黄褐色～黄色土層。遺構 （環濠 ・方形周溝）の下部層で、細別層によ っては地山

粒 ・ブロ ックの混入が多く、枯性も III層に比較して強い。遺物は少量の出土にとどま った。

• V層 地山粘土層。上層 ・下層で性状は異なり、遺構は上層部内に構築されている
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IV. 遺構 と 遺物

今回の調査で確認した主な遺構は、 台地上平端面縁辺部の住居跡群や土坑、それを取り囲

むように台地斜面直下を巡る新旧の環濠、 さらに外側の緩斜面に営まれた方形周溝などであ

る 以下、遺構ごとにその構造、出土遺物について概要を報告する。

1 . 第 1号住居跡 （図版第 4図 第5・6図）

第1号住居跡は、今回検出された竪穴住居跡群の南端に位置する。プランは地山面を露呈

させた段階で西半部を確認した。東半部は西半部の調査が床面まで達した後、その延長を追う

ことでプラン限界を把握した。住居内の堆積土は厚さ25cm以下で、東側ほど削平のため薄 く

なるが、堆積状況は自然埋没を示していた。フランは隅丸方形で南北5.0m、東西推定5.0m

を計り、周溝を除〈床面積は約18m'と推定される。軸線はN-5°-Wを取る
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遺存した壁面は西壁で24cmを計り、東側ほど削平のため低くなる。壁面下を巡る周溝は幅15

~20cm、深さ 5~ 18cmで、東壁下では一部未検出だが、本来全周するものと思われる。床面

は西半部では地山整地面を直接床面とするが、東半部では地山上の黒褐色土層を整地した上

に暗黄褐色土で貼床を施している。床面は全面硬く踏み固められ、西半部は特に硬質である。

炉は床面の中央やや西側に位置し、 59X34cmの不整長円形と32X26cmの長円形の 2つか南北

に並んで検出された。共に深さ 5~ 9 cmのすり鉢状の凹みを有し、焼土層とその下の硬化層

は厚さ10~13cmに及ぶ。また、炉の西側に近接する41X 55X 15cmのP6は炭化物粒を含む灰

層を充満してお＇）、炉から排出される灰の一時的な処理に使われていたと思われる 。柱穴は

深さ80cm前後で掘方を持つPl~P4か主柱穴で、径15~20cmの枯土化した柱痕が観察され

た。主柱穴間の距離は約2.7mを計る。p5は深さ45cmで、 2段掘りである。西壁ライン上中

央部に位置するため、棟持柱的な支柱穴と考えられるか、束壁側では同様のピ ソトは検出さ

れなかった。なお、貼床下の黒色土中でP7 ~P 10が確認された。遺物は住居跡の西半部、

特に中央部から北西部にかけての覆土中から、多量の土器と若干の石器が出土した。床面密

着ないし床面直上から出土した遺物もあるか、大部分が住居の埋没途上で流入したものと思

われる。なお北壁の周溝覆土からベンガラ塊が出土している。

出土遺物 （第6図） 石器は、若干のフレイクの他、床面直上から 1の石鏃か出土している。

長3.1cmを計る有柄型である。土器は延べ約60個体（小片を含め璽複を考慮しない）が出土し、

組成内容は甕4割、壺2割、高坪2割弱、鉢約 1割で、残り 1割強は器台、蓋、台付壺 （小

片）などかこれを占める。甕は2のような「く」の字口縁の端部に面を取るタイプか主流で、甕

の約 7割を占める。他には「く」の字口縁で端部を丸くおさめるもの、無文の短い有段口縁など

があり、特異な例として 4の受け口状口縁を持つ例がある。外面はハケ、内面はヘラナデで

調整されるものが多く、底部はすべて平底である。壺はほとんどが有段口縁で、 5のタイプ

が多いが、大型の6も出土している。高坪は 7のタイプが多 く、坪部形態は北陸特有のもの

である。器台は出土数か著しく少ないが、完形の 8は類例が本遺跡で既に 2例出土している

（中村 1967) (駒形 ・岩崎 1986)。鉢は短い直立気味の有段口縁を持つ12・13タイ プと、ロ

縁部を小さくつまみ出す14タイプがある。いずれも外面にハケ及びナデ、内面にヘラナデが

施される。9・10に示した蓋は、いずれもつまみ付きの笠形で、 10は裾部に通気孔が設けら

れている。なお、高坪、器台、蓋はヘラミガキのうえ朱彩されるのが普通である。以上に概

観した土器は、全体の様相としては環濠出土の土器と近似しているが、環濠で出土するタタ

キ目を持つ甕は、第 1号住居跡では皆無に近い。また第 1号住居跡からは、撚糸文を施した土

器が数点出土している。11は壺(?)の口縁部で有段風の形態を持つ0 16は床面下から出土し

た異形土器で、類例かなく出自は不明である。今後の課題として残される。

-8-
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2. 第 2号住居跡 （図版第 5図 第7・8図）

第2号住居跡は、並列する竪穴住居跡群の中央に位置する。プランは隅丸方形だが、第 1

号住居跡に比べ、より丸味を帯びている。地山面を森呈させた段階でプランを検出した 逍

構内堆梢土は耕作による攪乱 ・削平の影評を受け、西側約ナの範囲に約30cmの厚さで遺存し

たのみであったが、堆栢状況は自然埋没を示していた。規模は南北5.33m、周溝を除〈床面

積は推定約24m'であり、軸線はN-2°-W を示す。壁面は、西壁、及ぴ北壁南壁の一部を残

し、他は削平されていた 西壁は高30cmを計る。周溝は壁面に沿い15-20cmの幅で確認され

たが、東半は削平のためか検出できなかった。また西壁壁際の一部も未検出だが、これはこ

の部分に設けられた棚状施設の影饗と思われる。棚状施設は南北2.85X束西0.63m、床面から

の高13-15cmを計り、西側に42X 22cmの方形の小橙を付設した、暗黄褐色土盛土による構築

物である。壁際に棚状の構築物を設ける例として、三条市狐崎遺跡第 2号住居跡かあげられ、

「ベッド状逍構」（金子 1981)とされているが、本例とは規模、形態等に相違が認められる。

P. I 
P. 4 

◎ 、◎ 
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P. 6 P. 5 

閾
P. 2 

包 R 
P. 10 

◎ P9 心
□ ~ 
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Iョ 26 .40 m 

( • は王のフレイク及びチップ）

b 
一

第7図 第2号住居跡実測図
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次に床面は西恨l」-¼-、棚状遺構の周囲で検出されたが、地山 整地面を直接床面としており、硬

質であ った。他の部分では攪乱・削平か著し〈、炉跡すら検出されなかった。ピットはP.1 

-P.10まで確認された。このうちP.1 -P. 4は主柱穴と思われ、いずれも深さ60-70cmで掘

方を有する。P5・P. 6は深さ30-40cmで支柱の柱穴であろう 。P.7・P. 8は深さ15-20cm

だが、これは削平により浅くなったものであり、本来は40-50cmの深さを持つ貯蔵穴であ っ

たと推定される。遺物は削平をまぬかれた西半部の覆土中より少量なから土器 ・石片が出士

している。特に住居跡北西隅に集中する石片の出土は注目され、大半がチ ソプで玉未製品等

は含まないが、本住居跡での玉製作の可能性を示唆するものである。

出土遺物 （第8図） 第2号住居跡からは、延べ約30個体の土器が出土している。このうち

約20個体を甕か占め、他に壺、長頸壺、細頸壺、高坪、器台、鉢、蓋などかある。甕は 1の

ような 「く」の字口縁面取りのタイプか優勢である。壺はわずかに 3の単口縁壺が出土するに

過ぎず、有段口緑壺は皆無である。この長頸壺、 4の細頸壺は本住居跡に特徴的で、いずれ

も外面ヘラミガキで仕上げる。5は重庫な作りの器台器受部、 6は端部を外側に折り返して

肥厚させた、棒状脚を持つと思われる高坪の脚部下半で、共にかなり大型で了寧なヘラミガ

キを外面に施す。これらの土器は、組成、器形両面で本調在他地区の出土土器との相違点が

多く、全体の様相としては西山町内越遺跡出土土器 （坂井 1983)に近似している。2-6

は同遺跡に類例を求めることができ、編年上はぼ同列に置いて大過ないと思われる。
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第 3号住居跡 （図版第 6図 第9・10図）

第3号住居跡は、並列する竪穴住居跡群の北端に位四し、北へ向かう緩斜面上に占地する

プランは方形で他の住居跡と異なる 地山面を森呈させた段階でプラ ンを検出したが、住居

跡の北束令近〈が斜面の耕地化のため破壊されていた。追構内堆栢上は、 40-70cmと厚く、

堆梢状況は自然埋没を示していた 規模は南北4.44m、推定床面積約15m'で、軸線はN-19°― 

Wを取る。墜面は、レベルが高い南側の隅で最も高く、周溝底より 73.3cmを計り、北側ほど

低くなっている。壁面下には周溝か巡リ、南側から南西咄にかけて幅30cm、深さ15cm前後、

北西峡、南東墜でも幅10cm、深さ10-15cmの規模を持つっ床面は黄褐色枯土層による貼床か

施され、検出した全面が硬〈踏み固められていた。炉跡は床面のはぽ中央に81X40cmの規模

で検出され、径45X35cm、深さ 6cmの円形ピ ットを有していた。このヒ ット内面で原さ約6

cmの焼上が確認されている。ヒットはP.1 -P. 6か検出され、このうち深さ63-75cmで掘

方を有するP.1 -P. 3は主柱穴と考えられる。なおP.1 -P. 3では径約20cmの枯土化した柱

2
6
.
 10

ヨ
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痕か観察された。P.3に対置する柱穴は削平のため消失していた。P.4は棟持柱の柱穴とも考

えられるが、 P.1-P.3と異なり掘方を有さないこと、 中軸線からずれて位置する ことから、

柱穴ではない可能性も高い。P.5、P.6は貯蔵穴と考えられ、それぞれ46X43 X 20cm、74X

54X 30cmの規模を持つ。遺物は住居跡の全体に渡')、 L層から下層まで多量の土器片と若干

の石器か混入していた。床面直上ないし密着出土した土器片もあるが、原位置を保っていた

ものはな〈、大半の遺物か埋没途上で流入したと思われる。なおP.6覆土及びP.6周辺部の

住居跡覆土中からは小鉄片の出土があったことは注目される。また、 P.1南側の床面上には

粘土塊が遺存していたっ

出土遺物 （第10図） 第3号住居跡からは、少量ながら石器が出土している。 1は石鏃で長

4.9cmを計る，2は磨製石斧の破片である、 3は剥片に片面から刃をつけたスクレイハーで、長

8.4cmを計る。この他若干のフレイク ・チ 17 及び砥石片が出土した：土器は延べ約60個体出

土し、組成内容は、甕5割強、壺、高杯、蓋がそれぞれ約 1割で、残り約2割を器台、鉢、

台付壺 （小片）などが占める。甕は他の住居跡と同じく、 5に示す「〈 」の字口縁面取リタ

イフか多い 4は折り返しにより口縁を有段化した例である C. 壺は有段口縁のものか多い。

6は第 1号住居跡の例 （第6図5)に比べ外反度が少なく、内面の1屈曲かはっきりしている，

大氏りの 7には口縁部下側に浅い凹線か 2条施される 高坪の形態は多様て、小型の 8、有段

の坪部を持ち、坪部 l::.半の短い 9、同じ〈杯部上半か非常に長く外反度の強い10と、 3つ

のタイフかある 11は、 8のように小刑の坪部を持つ可能性がある。器台の12は、大きさ、

形態からみて第 1号住居跡の完形品と同タイフと思われる 鉢は14に示す椀形のもの 1点し

か出七しなかった 14はつまみ付き笠形の蓋で、他に出七した破片もこのタイフか多いか、

体部か内清するものも 1例確認している 器表の調整は、喪は外面ハケ、内面ヘラナデが多

いか、内外面共ハケ、或いは 4のような内外面共ナデの例もある 壺外面及び口縁部内面、

高杯外面及び坪部内面、器台、鉢、蓋それぞれ全面は、ヘラミガキのうえ朱彩されることか

多い。高杯脚部には透し穴が設けられることかあるか、 10の2個 1単位の透し穴はやや特異

である 第3号住居跡出土土器は、甕、壺、器台などにおいて第 1号住居跡出土七器と共通

・古かある反面、特に高坪、鉢の器形で大きな差異が認められる これは同時期のセ ・， 卜を補

完するとも考えられるか、第 3号住居跡のフランが他と異なることもあり、時期差として捉

えられる可能性も無視できず、今後の課題である。

ここで各住居跡出土土器の特徴を大まかにまとめてお〈 ご①各住居跡とも、甕は「〈→ の

字面取りタイフが主流てある。②タタキ技法を持つ甕は、各住居跡で皆無1こ近い ③第 2号

住居跡出土土器は、第 1. 第3号住居跡出土土器に比べ占相である，①第 1. 第3号住居跡

出土上器は時期的に若千の差を持つ可能性がある 3 ⑤第 1号住居跡出土土器出土の撚糸文を

施す士器は床直上出土であり、北陸系弥生土器との共伴をポすことは確実である ヘ
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4. 第4号住居跡 （図版第 5図 第11図）

第4号住居跡は第 3号住居跡の床下より検出された。第4号住居跡発見のきっかけは、第

3号住居跡の北東側森頭の断面観察や、柱穴の断面観察などを通じて、第 3号住居跡の床力ゞ

貼床でないかと思われたことによる。このため、貼床の状況を把捏する目的で、第 3号住居

跡の1未をトレンチ法で発掘したところ、第 3号住居跡の西辺近くで、第 3号住居跡のものと

は異なる周溝の一部が確認された さらに1未面を全面発掘し、第 4号住居跡の床而と周溝を

検出した。プランは隅丸方形で、残存する西辺の規校は約3.6mで、第 3号住居跡より一回り

小さい。周壁は第 3号住居跡の新設で、こわされているが、第 3号住居跡の例からするなら

ば約70cm以上あったと推定される。なお、第4号住居跡の内部施設は周溝 ・炉跡それにピッ

トである 。柱穴は第 3号住居跡と共有するのであろうか。また、第 3号（主居跡の建設は第

4号住居跡が手狭になったために建て替えたものと思われるが、第 4号住居跡の床面と第 3

号住居跡の貼／未面との間に、もう 1面ある床面の解釈についてはこれからの課題としたい。

第3号住居跡
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5. 環瀑 （図版第 7・8図第12-17図）

本調査では、前述の住居跡群を取り囲む形で計 3本の環濠が確認されている（第 4図）。

第 1号環瀑 IIA区北西部-NA区南西部（約48m)から削平部を介在させてVB東部 （約

12m)に連続する。断面形はV字形を呈し、上幅200cm・底幅30cm・ 深さ100cmを測るが、形

状は地点によって若干異なっている。NA区南部ではV字溝構築以前に逆台形の溝が存在し

ていた痕跡を残している（第12図A-B・14図0-P)。逆台形溝はV字溝に比べ小規模で、

深度は90cm程度である。濠内の覆土は上層のm層と下層のN層に大別される。N層には地山

粒の混入か多〈、遺物の出土量は僅少であったが、土塁の痕跡を示唆するプロック状の崩落

土 (4d層）が認められた。一方、 m層はN層堆積後、比較的短期間に多量の土砂が流入した

様相を帯びている。rn層上部では移しい最で遺物が出土し（第12図①）、特にIIIA-NA区の

完形品の出土状況からは局地的な廃棄の可能性も否めない この状況に対し、 VB区では遺

物の出土は少量にとどま った。環濠に付属する施設としては、居住区域側に深さ50cm程の半

月状のテラスが形成されている個所 （第13図④ ・14図M-N)があり、 入口に関連する部

分と推定される。その他IIA区北西部で検出された小ピット群はその区域の環濠が浅いことか

ら部分的な柵列の可能性もあるが、他には杭痕の遺構は認められなかった。

第2号環濠 OA区南端部から IIA北西部へほぼ直線状に延び（約38m)、第 1号環濠に接続

する。遺存状態は不良で、上部の大半は削平されている 特に IA区は溝底部の痕跡が僅か

に残るだけである。比較的残存状況の良好なIIA1-7区の場合、断面形はV字形を示し 、

上幅80cm・ 底幅10cm・ 深さ60cmを測る。終結部である OA区南端では底部形態は U字形に近

い。第1号環濠との接合部 （第13図⑦ ・14図I-J)にみられる新旧関係は第 1号環濠によ っ

て切られていることから 、第2号環濠が古いこと を明示している。第1号環濠内に残る逆台

形溝への連続が想定されるが、逆台形溝が部分的にしか確認されていないため不明瞭である。

遺物は第 1号環濠同様III層に偏って出土したが、出上贔は極めて少ない 従って、第2号環

濠自体が居住域の中心から離れていたこと が考えられる3

第3号環瀑 VB区南端部に位置し、第 1号環濠にはぽ直交する形で検出された （約12m),

東西方向に延ぴ、東端部で徐々に浅くなり消失するつ第1号環濠との接合部付近 （第13図①・

14図Q-R)で、上幅120cm・ 底幅20cm・深さ60cmである。その切り合い土層は不明瞭で、構

築の先後関係を判断することは難しい。第1号環濠と同時に造営された可能性も指摘される

が、交叉部から東端部に走向する部分には防御的な機能は認められない。遺物は細片がほと

んどで、その出土量も極めて少ない状況であった。

以上のような特徴を有する環濠は、丘陵縁辺部から立ち上がる斜面を効果的に利用する構

築法を基礎とした防御的性格が濃厚な遺構である。残丘部分からの推測であるが、環濠は丘

陵全体を取り囲んでいたと考えられよう 。
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出土遺物 （第15-17図） 第1号環濠を中心に膨大な塁の遺物が出土した U 紙数の都合L、

図示した査料は極一部に限られるため、主体的な特徴を記載するにとどめておく 。

土器 悶匂15・16図、 17図1-17) 甕 形態には多彩なヴァリエーションが認められるが、

ロ縁部の形態差により①擬凹線有段口縁甕 ・②無文有段口縁甕 ・③「〈」の字単口縁甕に大別

される。①は擬凹線文のほか、口縁部内面の連続指頭圧痕、内面頸部以下のヘラケズリ技法

など北陸地方月影式の諸特徴を具現しているか (15-1)、出上贋は甕全体の 1割以下である。

口緑部の幅に個体差のみられる② (15-2)も 出土量は 2割程度と少ない 甕の中で主体をな

すものは③で、 a.ロ縁端部に外傾する面を有するもの (15-3・4)、 b. ロ縁端部が丸縁ある

いはつまみ出しによって尖るもの (15-5・6)かある 調整は口縁部内外面ナテ、胴部外面

ハケ ・内面ヘラナデか一般的だか、 aの形態の場合、口唇部刻目 ・タタキの技法と密接な関

連性を示している (15-5), また、タタキの痰は第 1号環濠に多 〈、第 2・3号環濠には極少

熾しか伴わない傾向が指摘される - 壺 有段口縁壺が最も多〈出土しており、口縁部が外

傾する 16-7のタイプがその典型例である。口縁部が狭少で外反するもの (15-8)や口縁

部下端に擬凹線の施されるもの (16-1)か少量みられるほか、段を形成しない「く 」の字ロ

縁壺も存在する ，折り返し口縁 (15-9Jは系譜を異にする特殊な存在といえよう 」小型品の

大半は有段口縁であり (16-4・5 J、丸底に近い形態を呈するものが多い。長頸壺は羅的にも

少な〈詳細は不明だが、図示した例(16-2・3)は小有段口縁で、胴部が横に広がる形態である

器台 まとま った資料が少な〈、実態は不明瞭であるが、主体的なものは第1号住居跡で出七し

たタイプ(6-8)と想定される＾図示した例は非主体的なタイプであり、受部・脚部かラ ・I

パ状に開〈大型の器台(16-6)は第 2・3号環濠に限って出土している，また、小型器台

(17-7)や装飾的文様を施す器台(16-8 lも散見される 高坪 主流は坪部か有段のもので、

坪底部は内湾 ・ロ縁部は外反する (16-10・11),口緑部の外反の程度や坪部高の多様性は時期

差として捉えられる。捧状有段脚(16-9)もみられるか、極少星であり出土区も第3号環濠に

限定されている。 曾瓦 椀状を呈する図示したタイフ (16-12)か多いか、甕の底部を穿孔し

て再利用したものも出土している。 鉢 有段口縁のもの(17-1)と椀状のもの(17-2・3) 

が主体的である。 蓋 様々な形態のものが出土している。口緑部が内湾するもの(17-4)

と体部かはほ直線状に延びるも の(17-5)を図示した。細口壺の甕もみられる(18-6) 

その他 北陸地方の様相から逸脱する七器も出土している。主に東北南部～北関東に類例が

求められよう 。撚糸文 ・縄文の一群 (17-7-11)は後期後半の十王台式 ・天王山式、 櫛描

文 ・沈線文の一群(17-12-16)は中期後半の竜見町式・山草荷式との関連が想起される

石器 （第17図18-23) 出土点数は少ないが、扁平片刃石斧 (18)・スクレイパー (19). 石

鐵 (20)・石錐 (21)・砥石 (22)・高支石 (23)等か出上している 19は穂摘具として使用され

た可能性が高く、刃部にはラフな二次調整と部分的研磨が施されているぐ
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6. 方形周溝 （図版第 8図 第18・20図）

環濠の東側、 IIA区北東部-IIIA区南東部で「コ」の字形を呈する溝が確認されている。

西側は環濠と 1-1.Smの間隔があり、東側は畑地造営のため削平されている。本来は方形に

巡っているものと考えられる。検出分の全長は約22mである。

溝の断面形はU字形を呈し、北側で上幅210cm・底幅90cm・ 深さ60cm、西側で上幅130cm・

底幅60cm・ 深さ50cm、南側で上幅170cm・底幅100cm・ 深さ50cmを測る。深度はほぼ一定であ

るが、部分的に長楕円形の掘り込みや段差が認められる。周溝中央部には特に付設されたよ

うな遺構は検出されなかった。

遺物はm層 (3a・3e層 ）から出土し、特に西側での出土が多い。IIA-lOa-j北壁断面（第

3図）にみられるように、環濠とほぼ同時期に多量の土砂の流入によ って埋没した可能性が

高い。その状況は、周溝出土の台付壺 （第20図9)の同一個体片か第 1号環濠IIIA 2e区およ

び遺構外のillAlf区から出土していることからも裏付けられる。

堆積状況から想定される廃絶のプロセスは、本遺構が第 1号環濠に併設されていたことを

支持するものであるが、積極的にその機能を明らかにすることは困難といえよう 。溝の形態

的特徴 ・規模などから方形周溝墓とも捉えられるが、CD傾斜は緩いが斜面に構築されているこ

と、②埋葬主体を含む盛土部分の存在した痕跡が全く認められないことなど消極的な要素も

多い。

,_ 

ー 乞
8 1" 9 

~ \ 
ヤ 10(11A区）ヤ 1(111A区）I + 5 

｀ ＝ 50m 

B E 23.IOm F 
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第18図 方形周溝実測図
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出土遺物 （第20図） 遺物の出上総贔は環濠に比較して少なく、器種による偏りも認めるこ

とかできる。

出土土器 （第20図1-9) 甕 出土屈は環濠同様、最も多い 口縁部形態に着目した場合、

擬凹線有段口縁は皆無であり、無文有段口緑・「く」の字単口縁か顕著である。無文有段口縁

甕は LI縁部幅か狭小で (20-1)、「<J の字単口縁は口縁端部に外傾面を形成する (20-3・

4)傾向を窺うことができる 外傾する面を取らない丸縁は少なく、環濠とは異なった状況

をぷしている。タタキ手法の甕は1、2個体程度の小破片か出土しているに過ぎない。 壺

出土点数は少なく、図示した有段口縁壺 (20-2)の形態にほぽ限定される，有段部の幅が狭

〈、環濠で主流のタイフ (15-7)とは異なっている 高坪 壺同様出土量は極めて少ない。

20-6は口縁部・杯底部が外反し、有段ではあるが内面に稜を形成しない例であるつ脚部は棒

状に延びた後広かるが、外反しながら大きく広がるもの (20-7)も出土している。一方、器

台は皆無に等しい状況であった。 鉢 「＜ 」の字口縁の小型品が出土している(20-5)。器内

外面とも微細なヘラミガキが施されている 小型粗製土器 内面にランダムな指頭圧痕を

残す手憧ね土器 (20-8le図示した一点のみ出土しfら 台付壺 胴部が偏平な台付壺 (20-9)

で、中央部に凸帯が付加され、 5条の擬凹線文か巡つている

石器 剥片石器類は出上せす、磨製石斧 (20-10)のはか、砥石が目立つ程度である

最後に、環濠 ・周溝出土遺物の様相を概括的にまとめるならば、①環濠 ・周溝出土遺物の

大半は住居跡側からの流れ込みの可能性が高く、その大部分は土器である。②出土土器の様

相は住居跡群とは異なり、時期的 ・地域的にもかなりの幅を有するか、その主体は弥生時代

後期末（月影式並行期）と捉えられる n ③)石器の総羅か少ないことは、住居跡同様鉄片も出

土している事実から、鉄器の恒常的利用を想起させる、などが指摘されよう 。

7, 土砿 （その他）

I A区7hおよびVB区1dで七城が確認されている （第4図）, I A区7hの土坑は円形で、

直径100cm・深さ30cmを測る。投土中に多量の炭化物を含んでいたか、その性格は不明である

逆三角形を描出する磨消縄文土器 （第19図）のほか、少祉の土器片か出土した o VB区1dの

土坑は長方形のフランで、長軸90cm・ 深さ40cmを測るし

極少量の土器片か出上したにとどまった。

その他、 IA区第 2号環深東側に井戸跡・溝跡・小ヒ I 卜の存在か

認められる ごいすれの場合も珠洲焼）ヤが出土していることから、中世

以降に何らから遺構が存在していたことは確かである，第2号環濠の

遺存状態が悪い一因ともぢえられる
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第19図土砿出土土器
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土器観察表
第7図 1号住出土土雑

No. 舘種 法量 (cm) 出土層位 手 法 の 特 徴 胎 土 色鯛 焼成 傭 考

2 甕 ロ径155 床直 ロ縁部⑪Rョコナ丁。頸部⑪斜ハケ⑮ハケ _ ,.., 鉱粒多 明橙褐色 良好 R黒班あり

体部⑭斜ハケ、ヨコハヶRハケ、ヘラナデ． 3と同一個体

3 甕 底径3.0 床直 Rヘフケズリ→ハケ。Rヘラナテ。 -I mm鉱粒多 暗橙褐色 良好 R黒班多

4 甕 ロ径推170 第II層 ロ緑部一頸部RRlョコ、斜ハケ→ヨコナデ． -I向鉱粒多 暗橙褐色 詈通 R炭化物付着

5 壺 ロ径推13.0 Pit 2 R頸部@⑪磨濠ヨ著しい。口緑部R@ヘラミガキ？ -I面り鉱粒多 明橙褐色 着通

下層 コナデRョコハケ。⑪朱彩．

6 壺 ロ径188 床直 (fi)頸部fe)⑨磨減著しい。口緑部@R)ヘラミガキ。 -5叩｝鉱9立多 明黄褐色 蓄通

ョコナデRナデ?@R朱彩。

7 高杯 器高II9 床着 RJ不部磨R減著し（観察不可、 J不部ヘラミガキ？ -I叩鉱粒多 明橙褐色 良好

口径165 ヘラミガキ。脚部Rョコナデ、シポ

脚径83 リ目あり。 l和部全面及び脚部⑨朱彩。

8 器台 務高II9 床漕 RR  磨減著しい。⑨全面ヘラミガキ？ 器受 -I""'鉱粒少 明赤褐色 良好

ロ径223 部＠ヘラミガキ？脚部＠ョコナデ、シポリ目

脚径10J 残る。全面朱彩， 蓋 つまみ径2.5 第LI層 Rヘラミガキ?@)ナデ ?(21)朱彩⑲朱彩？ -I面鉱粒少 明橙褐色 良好 ＠黒班あり

10 蓋 若高 33 第II層 ＠ョコナデ→ヘラミガキ?'.ellナデ？透し穴あ ~I叩鉱粒少 明赤褐色 良好 R黒班あり

つまみ径2.3 り（数不明）＠朱彩＠未彩？

裾径推8.0

II 甕？ 床直 '21) R撚糸文（斜位）. @Iョコナァ -z叩＇鉱粒少 暗黒褐色 良好 ⑨口唇景Ill餌

12 鉢 ロ径推14.2 ？ @<§lョコハケ→ヨコナデ -z.., 鉱粒多 明橙褐色 極良 ⑲接合痕あり

13 鉢 底径 25 床直 R斜ハケ→ナデ。Rタテヘラナデ。 -2 mm鉱粒多 明橙褐色 極良 12と同一償体

14 鉢 ロ径123 第II層 ロ縁部～頸部R@ョコナァ体部包斜ハケ→ -I.., 鉱粒多 明橙褐色 極良 ⑨炭化物付着

ナデ＠斜ヘラナデ

15 鉢 器高 69 第II層 口縁部RRナデ。体部⑨ナデRョコヘラナ -I mm鉱粒多 暗責褐色 普通 R@黒班多

ロ径推8.0 デ、底部ナデ R接合頂あり

底径 4I 

16 異形 床下 @R撚糸文（羽状）。Rナデ -'"'鉱粒多 明橙褐色 良好 R一部炭化物

土器 付着

第9図 2号住居跡出土土雑
No 器種 法量 (cm) 出土層位 手 法 の 特 徴 胎 土 色調 焼成 傭i 考

I 甕 ロ径推172 溝中 R口繰タ部～頸部@@)ョコナデ体部⑪斜ハケ -3 mm鉱粒 明橙褐色 良好 R⑭接炭合頂あり

テハケ→ナデ｀指頭による凹凸顕暑 極多 化物付着

2 長頸壺 ロ径推150 Pit SJ:. ロ縁部一頸部Rハケ痕、ヘラミガキ貪ヘラミ -2.-. 鉱粒多 明橙褐色 蓄通

ガキ？ヨコハケ。(?i)、頸部以上@l)朱彩。

3 長頸壺 ロ径推15.5 床上

R保Rロ緑Rヘミガ部ラヘキ®ミラ？ガ@＠ミキガヘョ。キIRIラコ、ナナハョデデケコ、、ハ頂頸指ケ頭部⑨痕®~朱、RR朱彩ハ彩R朱ケ彩朱ー？彩・ナ？ァ。
-I""鉱粒多 暗黒褐色 着通 例黒mあり

4 細頸壺？ 体径推160 床上 -4=鉱粒多 明橙白色 蓄通 R暗灰色

5 器台？ ロ径推184 溝中 -2 mm鉱粒少 明橙白色 普通

6 高坪？ 脚径推20.0 P,tS上 鉱粒極少 明橙褐色 詈通

第11図 3号住居跡出土土翡

No 器種 法 量 (cm) 出土層位 手 法 IT) 特 徴 胎 土 色 Ill 焼成 傭 考

4 甕 ロ径推15.8 第 II層 ロ縁部r,f)⑲ ヨコナデ体部例涌杓ハケ→ナァ -I叩鉱粒多 暗灰褐色 良好 ⑲接合痕あり

5 甕 ロ径推134 第Ill層 ロ縁部一頸部Rヨコナデ(ej)ヨコハケ→ヨコナ 一 I"'"鉱粒多 明橙褐色 やや
R炭化接物合付痕着＠迎i

デ体部R斜ハケ＠タテハケ→ナデ。 不良

6 壺 ロ径推12.0 床直 ロ緑部＠ヘフミガキ ?ll:j)ナァ頸部~Q抄ナデ ~I面鉱粒多 明橙褐色 良好
RR黒接l合りIあ痕あり

一部ハケ痕。⑨朱彩？ り

7 壺 ロ径推202 周溝西側 ¥'1-Jl匹ヨコナデ、一部ハケ痕。浅い凹線 2条- -I叩鉱粒多 暗橙褐色 普通 ⑮接合頂あり

8 高坪 ロ径推 78 床上 坪部~ケ痕f!'J)ヘ®ラミガキ。脚部ざ吃9ナァ。接合面 -3叩鉱粒多 明赤褐色 良好 朱彩下明橙褐

にハ 、坪部R朱彩。 色， 驀坪 口径18.5 第Ill層 も四ヘフミガキ。下半⑧ヨコヘラナァ。 -I""'鉱粒多 明橙褐色 良好 (?I-)⑲黒班あり

10 裏坪 脚径129 床上 在、 j和部Rヘフミガキ杯部@凹線2条、下端 -i""'鉱粒少 明赤褐色 極良 朱彩下

に剌突列。坪底部⑧へうケズリ→ヨコナデ脚部透し穴 明橙褐色

2Xl{'pシポリ目、ヘラミガキ．下半ヨゴデ~-~謁R朱彩3
II 高坪 脚径 94 覆土上層 ＠、杯部⑲ヘラミカ’キ、朱彩脚部Rナデ -2 mm鉱粒多 暗橙褐色 良好

12 若台 Pit 4 @R((lj)ョコ磨ナ滅デ著しい⑤ヘラミガキ、一部ハケ痕。 -I""鉱粒少 暗赤褐色 良好 朱彩下貢灰色

覆土 R朱彩

13 鉢 粒高 49 局肩覆 R⑲斜ヘラミガキ、朱彩 -I面鉱粒少 明赤褐色

ロ径 9.8 土上層

底径 2.9 

14 蓋 若高 44 不明 も四ヘラミガキ、朱彩 鉱粒極少 明赤褐色 良好

つまみ径2.2

裾径134 

第16図 環瀑出土土翡 I)

No 雅種 法量 (cm) 出土地区 手 法 の 特 徴 胎 土 色調 焼成 傭 考

I 甕 ロ径155 1号JVA ロ縁部む擬凹線10条:ellヨコナデ！頸部外斜ハ -2叩鉱粒多 明橙褐色 良好 む炭化物付着

61 ケーヨコナデ⑲ヨコハケ体部⑪ヨコハヶR 黒班多

ョコヘラケズリー

2 甕 ロ径推148 1号Ill 口繰部～頸部~@Iョコナデ、一部ヨコハケ頂 -2向＇鉱粒多 赤褐色 良好

A-3e 体部⑭斜ハヶRヘラナデ。

3 甕 口径推180 1号Ill ロ縁部分むョコナデ頸部~)合ハケ 体部 -2 mm鉱粒多 赤隔色 良好 ⑨接合痕あり

A-21 R斜ハケ＠へうナデ

4 甕 ロ径推15.2 1号Ill ロ縁部～頸部分Rハケ→ヨコナデ 体部R - '""'鉱粒多 赤褐色 良好 R炭化物付着

A-Ilg タテハケ咆ナデ、一部ハケ

5 甕 器高13I 1号Ill ロ縁部RョコナァRョコハケ→ヨコナデ体 -I mm鉱粒多 暗橙褐色 良好 R接合痕あり

ロ径124 A-Ge 部⑨ タタキ→斜ハケ、底部付近ナデRヘラ

底径 50 ナデ、肩部に指頭痕、ハケ痕し

6 甕 口径180 1号Ill ロ縁端刻目、口縁部一頸部RRョコナデ体 ~I叩鉱粒多 暗赤褐色 良好

A-6e 部Rタタキ→ナデ⑲ヘラナデ、指頭損

7 壺 口径推14.5 1号IIIA-Be 外⑲磨減著しい。ナ丁？頸部〶淋斗ハケ -I mm鉱粒多 橙褐色、 不良
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t切 I器種 I , 去 量 (cm) I出土層位 手 法 の 特 徴 胎 土 色調 焼成 傭 考

8 壺 1 口径推15.8 11 号1'~-Sh ロ縁部吐ヨコヘフミガキ1§)ヨコナデ。頸部＠ - 4 mm鉱9立多 赤褐色 やや

タテハケーヨコナデ.l:I}塵域著しく不明。ロ 不良

I 縁部R朱杉の復あり。， 壺 I ロ径137 1号IVA-2f ロ縁部®~ョコヘラミカ・毛頸部一体部g 0 5mm程度

タテヘラミガキ⑮ヨコナデ、ヨコハケ 鉱粒多 明褐色 良好

10 壺 I 口径推146 1号IVA-5h ロ縁端刻目。⑪タテヘフミガキ、上半のみヨ - I mm鉱粒多 渇色 良好

コナデ、一部ハケ復命ナデ。

第17図環贔出土土籍 2'

No. 料種 法 量 (cm) 出土地区 手 法 の 特 徴 胎 土 色 1111 焼成 備 考

I 壺 ロ径 8.2 1号WA-61 笞(al磨戚薯しい。⑤ミガキ？口縁部に凹線 3 鉱粒極少 明橙鳩色 良好 R膚部にモミ

条、一部ハケ痕Rナデ、頸部ハケ須，g、ロ 復あり

縁部R朱彩＜

2 長頸壺 ロ径淮98 2号11A-6e ロ緑部、R肩部<el指ナ頭デ頂。頸部一体部Rヘフミカ・キlei) Im鉱粒多 明橙褐色 良好 3と同一個体

ナデ 。分、 口縁部＠朱彩。

3 底部 底径 26 2号IIA-6e ®~ ヘラミガキ ⑧ 朱彩 - I"'"鉱粒多 明橙褐色 良好 2と同一憫体

4 壺 口径11.4 1号rlA-1ef
Rガロ縁キ朱＠部彩⑨ヨ＠コナヘデラ、ミガキ 頸部一体部Rヘラミ

o.s面程度 赤色 良好 R接合攘

J111部指頭頂。⑪及び口縁部 鉱粒少

5 壼 体部最大径 1号WA-2e ③ヘラミガキRヘラナデ 0.5叩程度 瞳橙褐色 良好

14 7 鉱粒少

6 諄台 3号VB-IOh Rヘラミ カ・キ⑮諄受部ヘラミガキ、 11i状部ヨ -I四鉱粒多 明橙褐色 良好

コナデ、脚部ハケ。透し穴 3,

7 諄台 諄高10.1 1号IVA-1f 8ヘラミガキR杯部ヘラミガキ、脚部ハケー -'""'鉱粒多 明賃渇色 良好

口径 94 部ナデ透し穴 3

脚径113 

8 若台 1号lllA-3e 2}1(5ヘラミガキ→口縁部⑪押引草IJ突及び円形 - I mm鉱粒多 赤渇色 不良

竹管状和1突、円形浮文，， 萬坪 脚径推 82 1号VA-IOg ~@; 層減蕃し い，ハケ痕わずかに残る， -5mm鉱粒多 明橙渇色 やや

不良

10 高坪~ 器高107 1号IIIA-Se れヘラミガキ、一部ハケ痕。8杯部ヘフミガキ、 -1-鉱粒少 白貫渇色 良好

ロ径 172 脚部ヨコハケ→ヨコナデ。＠杯部a朱彩
脚径 8.7 

II 萬坪 雅高15I 1号IIIA-6e ＠ヘラミカキ、一部ハケ痕固坪部ヘラミガキ -I吋鉱粒多 明橙褐色 良好

ロ径19.3 （下半屠廠）、 脚部ヨコハケ→ヨコナデ 坪部

脚径10I 内面朱彩→

12 甑 務高100 1号JV-Zef 8ナデ 8『ハケ状工具による謂整痕底面に -2=鉱粒多 明橙褐色 誉通

口径18.4 通気孔 I

底径 5.3

聾18図環瀑出土土翡 3

No 諄種 法量 (em) 出土地区 手 法 の 特 徴 胎 土 色調 焼成 債 考

I 鉢 器嵩10.5 1号JIA-9ef む砂ヘラミカキ、朱彩。体部ら朱による放射 '""鉱粒多 赤渇色 良好

ロ径14.3 状彩文

底径 2.2

2 鉢 器高 5.9 遺構外 ~@タ テヘラミガキ、朱彩3 鉱粒極少 赤喝色 良好

口径II8 IIIA-4 1 

底径 3 I 

3 鉢 菩高 4.1 1号III-4e 烈糾ハケ→P縁部ヨコナデR斜ハケ→ナデ｀ -I面鉱粒少 黒褐色 良好 内モミ痕あり

口径 7.4 

底径 3.5

4 夏 器高 38 遺構外 む内ヘラミカキ、下堵内‘ヨコナデ通気孔 I=鉱粒少 赤渇色 良好

つまみ径24 ffiA-l 1 2、外，朱彩

裾径12.6 

5 董 務高 45 1号IIA-81 外◎ヘラミガキ、朱iぁ 鉱粒極少 赤渇色 良好

つまみ径38 

裾径116 

6 董 !I菖40つまみ径2.5 I号IVA-5i 吐）ヘラミガキ8ヨコナデ、下瑞のみヘラミカ・ 鉱粒極少 橙渇色 良好

裾径a.02 I キ ，外上半朱彩

かえり径5.2

第21図 方形国溝出土土騒

No 諄橿 法 量 {cm) 出土地区 手 法 の 特 徴 胎 土 色鯛 焼成 傭 考

I 甕 ロ径推16.1 I IIIA-1 d ロ犠部一頸部咎aョコナァ体部包タテハケ -2"'鉱粒多 黒褐色 不良 巴接合復あり

ョコナデ.'5へラナデ
2 壺 口径推177 IIIA-2d Rヘラミガキ、 一部ヨコハケ復.'etョコハケ - 2而鉱粒多 明橙褐色 良好

ーヨコナデ

3 甕 口径推128 lllA-2d ロ縁部れし砂ヨコナデ。体部⑨斜ハケ8ヘラ -1-鉱粒多 明渇色 良好 R 接合痕あり

ナデ

4 甕 ロ径推14.0 IIlA-IC 口繰部分西ヨコナデ。頸部⑤ヨコナデ8ヨ - I""鉱粒多 暗橙褐色 やや Mi黒班及び
コハケ体部~-ti,斜ハケ 不良 炭化物付着

5 鉢 若高10.6 UlA-3C 匁5ョコヘフミガキ、お底部付近ナデ I -I,.,. 鉱粒少 明茶褐色 良好 む 黒班多
ロ径推125 

底径 5.0

6 嵩坪 器萬12.5 IUA-IC Rヘラミガキ 8坪部磨滅薯しし、 1!111部ヨ ー！面鉱粒少 明赤褐色 良好 外接合痕あり

ロ径淮100 コハケ→ヨコナデむ、 ei和部朱彩
脚径推130 

7 高坪 脚径136 111A-2C ⑪ヘラミガキ、 一部タテハケ痕 ~t和部磨減、 -Imm鉱粒多 赤褐色 良好

脚部ヨコハケ→ヨコナデ。透し穴 3。

8 小形粗 口径推 70 IIIA-ld (tt~ ナァ 体部R指張痕。＠、 口繰部P'I!朱 ー I吋鉱粒多 明責褐色 やや ⑬接合痕外

製土器， 彩` 不良 '~ 炭化物付着， 台付壼 II ~ 径推148 IIUA-ld Rヘラミガキ、体部中央に突帯さらに襖状 ー I""鉱粒多 明赤喝色 良好 内鳳灰色

I? UIA-lf婁中 浮文（数不明）。内ナデ、一部にハケ痕，
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V. まとめ

横山遺跡は昭和60年春の試掘調在で、弥生時代後期の環濠を持つ集落と推察された遺跡で、

昭和61年の夏から秋にかけて発掘調査か実施された。調査の目的に、環濠集洛である ことの

確認とその規校、集落構造の解明、それに環濠そのものの構造解明などを挙げて調査を行い、

住居跡4、環濠3、方形周溝1それに土地 1などの遺構と、 これらの遺構に伴っての土器や

石器などを検出した，この遺構・遺物については既にみてきたとおリであり、ここではそれ

らの中でも横山を特徴付ける事柄を中心にまとめてみたい.

住居跡では第 3号の床下に第 4号か検出されたことが特箪される ことの一つであろう 住

居跡についてはこの外に、第 1・3号に棟持ち柱の穴と思われる柱穴が住居の外制に 1桔ず

つあったこと、第 1号の周溝付近で紅ガラか出土したこと、第 2号に碧玉のフレークやチ ／

フカ昧面や柱穴から出土し、第 2号で玉作リを行っていた可能性をポ唆していること、棟持

ち柱穴や第 4号と重複していた第 3号は、外の住居跡に比して上器の出土拭が多〈、中に鉄

の小さい破片も混じ っていたことなどか、住居跡の特徴として上げられよう つぎに北陸の

弥生後期の土器編年について、よくまとめられている谷内尾晋司氏の土器紺年を使って住居

跡出七土器の編年的位置付け

を簡弔にみてみよう 第 1号

では高胚の脚部に若 Fの問題

か残るか、坪部に月彩II式に

類似か求められることから、こ

の時間に嶺年されると思われ

る また、第 6図11は北関束

の+-£台式もし〈はニッ釜式

に碩似しており、北I剥東と北

陸の上器とが横山で一つにな

ったといえよ う 第2号は長

瑣壺 ・細頭壺や大叩1の高杯を

含む上器セ I 卜から法仏II式

並行と考えられ、住居跡の中

ではも っとも占い 第3号も

／
ジ 大平城遺跡(?)

／ 

/ ,:___憤山遺跡 O 
原山遺跡

• 一ー百両山遺跡

矢代山遺跡

． ． ． 

月彩II式ギ行かと思われるか

高杯に占い要索かみられるこ
第21図 東日本における弥生後期の環濠をもつ集落分布図
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とから、第 1号住居跡よ＇）は若千古いと考えられる 。次に環濠出土の土器について若干触

れて住居跡出土土器と比較してみよう c 環濠出土土器の主体は試掘調査の概報で触れた よう

に広義の月影式の範疇に含まれるもので、これに叩き技法の甕、東海系の土器、北関東 ・東

北南部の土器が混在していた 環濠と住居跡ー特に第 1・3号とは土器に類似点が多 く、営

まれた時期を示唆していると思われる 。だか、叩き技法の甕が住居跡にないことから若干時

間的な差か感じられるが、これを以て時間差とするかは次の課題としたい。

また、本調査で最も注目されたのは、残存する遺跡範囲の中央部の東斜面を巡る環濠であ

ろう 。環濠は丘の上の住居跡を囲むように斜面を巡る第 1号と、第 1号から分岐 して南へ延

びる第 2号、 VBで第 1号と思われる環濠と直交する第 3号の 3本かある 。第2号環濠は第

1号から分岐した濠を以て、第 2号としたが、第 1号内の逆台形の濠との関係は今後に残し、

ここでは第 2号が土層観察や出土土器などから第 1号より古いと言うだけにとどめたい。な

お、環濠の規模は小さいけれど、斜面の立ち上かりを利用し、かつ土塁の存在か集落側に想

定されるだけに、防御としての機能を充分果していたと考えられる施設であるといえよう 。

大平城跡が環濠か否かの検討が充分に為されていない現状では、この横山の環濠集落か第

21固でみられるように、最北端の位置にあたることを述べて、この項を終わりたい。
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遺跡遠景（東から）

遺跡近景（東から）

遺跡

図版第 1図
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図版策2図

1日考古学教室（第 1号住居跡）

第 1・2号環濠分岐点 ロ

1日考古学教室（第 1号環濠） 1日考古学教室（第 1号環濠）

調査風景
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図版第4図
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第 1号住居跡（南から）

炉跡断面 遺物出土状況

｀転戸

柱穴と土器出土状況 紅ガラ検出状況

第 1号住居跡



図版第5図
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第2号住居跡（南から）

第4号住居跡（南から）

第2・4号住居跡



図版第 6図
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図版第7図
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第 1号環濠 (NA)

環濠入口部分
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“ 第 1・2号環濠断面 (NA-6i)

遺物出土状況（入口付近）

四
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直
第 1・2号環濠断面 (NA-2e・f) 

第 1号環瀑



図版第8図
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第 2号環濠断面 (IIA-Bf) 第 2号環濠立ち上がり部（？）

第 3号環濠遺物出土状況（東から）

闊
4
・

方形周溝遺物出土状況 (IJIA) 

第 1・3号環濠分岐点

第 1号環瀑（手前）・方形周溝（向こう側）

第2・3号環濠・方形周溝
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